
(問 題 4の続 き )

間 2  図 2は 北部太平洋 における溶存酸素 ,リ ン酸の鉛直分布である (Kroopnick 1985

を改変 )。 この図を参考に して以下の設問 (1)～ (4)に答えよ。

(1)リ ン酸濃度は,表層で最 も低 く,水深 lkm
O

付近で最大 とな り,さ らに水深の深い とこ

ろでは緩やかに減少 している。このよ うな

増減は,溶存無機炭素の濃度で も観察 され
2

る。その他 に,海洋に溶存す る元素で,り ‐E
ン酸の鉛 直分布 と同様 の増減 を示す もの

 嶽

を二つ示せ。              梃
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(2)図 2に 示 され るよ うな溶存酸素濃度の鉛

直方向の増減はなぜ起 こるか,そ の理由を

説明せ よ。
6

02(μmol kg‐ 1)

0  1" ?" 3∞

02   P04

0     1     2     3
P04(μmol kg菫 1)

図 2

(3)炭 素循環の解析 には炭素同位体比の分析が鍵 となるが,試料の炭素同位体比

変化が小 さいため,同位体比の測定値 を表す には δ13c値 とい う表記が使わ

る。

(a)δ 13c値 を‰ (パ ー ミル)単位で定義す る式を,試料の炭素同位体

を Rχ,標準試料の炭素同位体比を Rsと し,Rχ と Rsを用いて表せ。

(b)あ る試料の δ13c値が -100%。 であった とす る。 この試料には 12c

何%含 まれているか,式 とともに示せ。有効数字 3ケ タで答 えよ。た

し標準試料 には 12cが
99。o%(パ ーセ ン ト),13cが 1。0%含 まれてい

とす る。

(4)溶存無機炭素の δ13c値 は,深度 につれて どのよ うな変化 を示すか。解答用

に縦軸に水深 ,横軸に δ13c値 を取 り,大 まかに鉛直方向の増減 を示せ。な

δ13c値 は表層で+1.8%0,水深 6 kmで は+0。 2%0で あるとす る。

は
　
れ

比
　

　

が
　
だ
　
た
　

　

紙
　
お

-8-


